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秋 も 深 ま り 、 身 近 な と こ ろ で も 紅 葉 を 目 に す る よ う に な っ て き ま し た 。 こ ん

な季節がもう 少しゆ っくりと流れ ればい いなと思いま す。  

現在会員登録数 3,927 人さま。次号は 12 月 20 日発行の予定 で す／  
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【１】お知ら せ  
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●令和４年 10 月 21 日に、  前理事長の 三 宅興子特別顧 問が永 眠されました 。

謹んでご冥福 をお祈 りします。  

 

●令和４年 11 月２日 に、元理事長 の松居 直特別顧問が 永眠さ れました。  

謹んでご冥福 をお祈 りします。  

 

●  講 演 と 鼎 談 「 国 際 児 童 文 学 館 所 蔵 資 料 に み る 絵 本 史 に か が や く 名 著 た ち 」 

 大 阪 府 立 中 央 図 書 館  国 際 児 童 文 学 館 の 企 画 展 示 （ 当 財 団 協 力 ） に あ わ せ 、

絵本の歴史を たどり 、展示資料の すばら しさを伝える 講演会 を開催します 。  

講  師：宮川健郎（ 当 財団理事長） ＝講演 ・鼎談  

    遠藤  純（当 財団特別専門 員）、土 居安子（当財団総 括 専門員）＝鼎談  

日  時： 12 月 11 日（日）  14： 00～ 16： 00 

場  所：大阪府立中 央 図書館  ２階  多目的 室  定  員： 60 人  参加費：無料  

申込方法：ホ ームペ ージ「参加申 込」か ら、または、 電話、 ファックスで  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#20221211 

 

●講演会の報 告集を 販売していま す  

『 2021 年度国際交流 事業報告集  オンラ イン国際講演 会「こ とばを超えて  

－絵で物語る －」』（講 師：デイヴィ ッド・ウ ィーズナー、ショーン・タン）  

2022 年 10 月発行  1,100 円（税込）  

『 2021 年度講演会報 告集「シンデ レラ話 の多様な世界 を楽し もう」』  

（講師：横川 寿美子 ）  2022 年 6 月発行  880 円（税込）  

『 2020 年度講演会報 告集「しかけ 絵本に 驚く、楽しむ  イギ リスの歴史か ら



はじめて」』（ 講師： 三宅興子）  2022 年 3 月発行  1,430 円  

詳細、その他 の出版 物は  ↓  

http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/05_publication/index.html#hanbai 

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

＊ 年 間 １ 万 円 以 上 ご 寄 付 い た だ い た 方 に は 、 イ イ ク ロ ち ゃ ん グ ッ ズ を プ レ ゼ

ントしていま す。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html 

※ Syncable →  https://syncable.biz/associate/19800701/ 

 

●  YouTube「大阪国 際児童文学振 興財団  公式チャンネ ル  IICLO」  

 https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA 

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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【２】コラム  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

***************************************************************** 

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

***************************************************************** 

『ひこぼしを みあげ て』  瀧羽麻 子 /作  今日マチ子 /絵  偕成 社  2022年 11

月  対象年齢 ：中学 生から  

 

＊今回のゲス トは当 財団の宮川健 郎理事 長（Ｔ）です 。  

 

あらすじ：中 学校に 入学した千春 は、ク ラスの隣の席 の那彩 （なさ）と友 だ

ちになり、那 彩と一 緒に行った天 文部に 入る。最初は 天文に 詳しくないこ

とに気が引け ていた が、３年生の 二階堂 先輩に「心配 しなく ても、知識は

勝手に増える と思う よ」と言って もらっ て、気が楽に なる。 そして、那彩

との友情を深 めたり 、もう一人の 3年生の 片瀬先輩にあ こがれ たりしなが

ら、夏合宿や 文化祭 などの行事を 経て１ 年を過ごす。  

 

Ｔ：前作『た まねぎ とはちみつ 』（偕成 社  2018 年 11 月）では 主人公の千春

が ５ 年 生 で し た が 、 こ の 作 品 で は 中 学 １ 年 生 に な っ て い ま す 。 前 作 同 様 、

「さりげなさ 」が魅 力だと思いま した。  

Ｙ：わ かります。例 え ば、千春は天文に 詳し い那彩をうら やまし いと思い、那

彩 は 天 文 に つ い て 熱 く 語 る 自 分 に 千 春 が 無 理 し て つ き あ っ て く れ て い る の

で は な い か と 思 っ て い た こ と を お 互 い が 打 ち 明 け る 場 面 が あ り ま す 。 こ こ

までなら、他の 作品で もあるのです が、その あと、二階堂先 輩がそ んな二人

に対して「けんか しな いで」と事実とは 違う ことを言い、二人 は「 もめてま

せ ん 」 と 声 を そ ろ え ま す 。 こ の こ と に よ っ て ぐ ー っ と 二 人 の 仲 が 縮 ま っ た

http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/05_publication/index.html#hanbai
https://twitter.com/IICLO_News


ことがユーモ アを交 えて描かれて います 。  

Ｔ：最近の児 童文学に は、ヤングケ アラーや 貧困など、今 の子ども が置かれて

い る 厳 し い 状 況 を 描 い て い る 作 品 が 数 多 く あ っ て 、 そ れ は と て も 意 義 深 い

ことだと思い ます。一 方で、そ こまで深刻 な 問題を抱えて いない 子どもも、

一 人 一 人 悩 み な が ら 生 き て い ま す 。 そ ん な 子 ど も た ち を 描 い て い る と こ ろ

に、この作品 の大き な魅力があり ます。  

Ｙ：登場人物 たちが、友だち関係や 恋愛な どに胸をとき めかせ たり、不安を 感

じ た り し て い る 様 子 が 状 況 と し て 丁 寧 に 描 か れ 、 読 者 は 人 物 の 気 持 ち を 読

み取ることが できま す。そし て、登 場人物 の家族のあり ようが さまざまで、

かえって「ふ つう」 ってないんだ なあと 気づかされま す。  

Ｔ ： ２ 年 年 上 の 片 瀬 先 輩 を 見 つ め る 千 春 の ま な ざ し （ ひ こ ぼ し を み あ げ る 様

子とも言える かもし れません）、片 瀬先輩 が天文部の顧 問の葉 山先生に恋こ

が れ る 様 子 が と て も リ ア ル だ と 思 い ま し た 。 ま た 、 千 春 と 那 彩 の 友 情 と と

も に 、 片 瀬 先 輩 と 二 階 堂 先 輩 の 友 情 も 描 か れ 、 先 輩 た ち の 過 去 が 明 か さ れ

るところは、 謎解き ともいえる展 開にな っています。  

Ｙ ： 千 春 の 片 瀬 先 輩 と の 出 会 い と 別 れ が 描 か れ て い る と も 言 え る 「 一 学 期 」、

「夏休み」、「二学 期」、「冬休み」、「三学期」という章立て も巧み だと思いま

した。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 87 回「革トランク」  

 平太と父、 やりと りの行方  

 

工 学 校 の 入 学 試 験 に ま ぐ れ で 合 格 し た 斉 藤 平 太 は 、 教 師 が 成 績 の 計 算 ミ ス を

したために何 とか卒 業でき、卒業 後は家に 戻ります。農 を家業と しつつ、村長

でもあった父 と相談 のうえ、〈建築 図案設 計工事請負〉という 看 板を掲げます 。

す る と さ っ そ く 依 頼 も 来 て 、 二 階 建 て の 村 の 消 防 小 屋 と 分 教 場 を 造 る こ と に

なります。  

 

と こ ろ が 、 で き て み れ ば 消 防 小 屋 に は 梯 子 が な く 、 分 教 場 に は 廊 下 が な い と

い う 欠 陥 建 築 で 、 ひ ど く が っ か り し た 平 太 は 逃 げ る よ う に 上 京 し ま す 。 東 京

で 仕 事 を 探 し ま す が 見 つ か ら ず 、 食 べ ら れ ず 卒 倒 し た り も し ま す が 、 そ れ で

も 二 年 後 に は 建 築 関 係 の 仕 事 に も 就 き 、 ど う に か 現 場 監 督 と な り ま す 。 こ の

間、平太は二度ほど 父 に虚栄心に満 ちた葉 書を出します が、父は 応えません。  

 

その頃、郷里より「 母 病気」の電報が届 きま す。平太は立派な 革ト ランクを買

い、ここに〈板の上 に 引いた要らな い絵図 を三十枚ばか り〉ぎっ しり詰め、故

郷の停車場に 降り立 ちます。父で もある村 長は、その大 トランク を見て〈にが

笑い〉をする ところ で物語は閉じ られま す。  

 

賢治自身、大 正十年に 突如家出上京 し、妹ト シ病気の報に て帰郷、その際に大

き な ト ラ ン ク に 原 稿 を い っ ぱ い 詰 め て 持 ち 帰 っ た と 言 わ れ て お り 、 本 作 が 作

者 自 身 の カ リ カ チ ュ ア で あ る こ と は 夙 に 指 摘 さ れ て い ま す 。 作 中 、 繰 り 返 し

登場する〈（こんな こ とは実に稀れ です）〉という印象的 なフレ ーズは、実は全



く稀れではな かった ことを強調し ている とも言えます 。  

 

見 栄 え こ そ 立 派 な が ら 、 中 身 の 伴 わ な い 革 ト ラ ン ク を 抱 え て 帰 郷 す る 平 太 。

偶 然 に し て 、 実 学 と は か け 離 れ た 学 校 入 学 と 卒 業 、 父 の 支 援 に よ る 実 業 の 開

始、そして有用性の な い成果物によ る失敗 と挫折を経て の逃避。場当たり的、

かつその場し のぎに も見える平太 の歩み のなかに、父 の敷いた「実」のレー ル

に乗りつつも 、一方 でそれを拒絶 する彼 の姿が垣間見 えるよ うです。  

 

平 太 の ト ラ ン ク は 空 虚 で あ り 、 立 派 な ト ラ ン ク は 彼 の 虚 栄 心 の 表 れ な の か も

しれません。しか しこ うした「トランク」を 持たなければ、平 太は 権威的な父

と や り 合 っ て 行 け な か っ た と も 言 え ま す 。 彼 の 人 生 の 節 目 節 目 に 登 場 し て く

る父。末尾、そ の父が トランクをみ て〈苦笑 い〉をしている のが気 になります。

平 太 の こ と を す べ て 見 通 し て い た の か も し れ ま せ ん が 、 父 が 帰 郷 し た 平 太 に

ど の よ う な 言 葉 を か け た の か 、 こ の 作 品 の 両 者 の や り と り の 行 方 が 気 に な り

ます。（ペ 吉）  

 

（本文の引用 は、筑摩 書房刊『宮沢 賢治コレ クション４  雁の童 子』によりま

した。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ４１  

***************************************************************** 

 

「さあ  ふゆ くん  おはいりよ。  

はいって  ち ょっと  

あったまった ら  ど う。」  

 

（「 お き ゃ く さ ま 」『 ふ く ろ う く ん 』  ア ー ノ ル ド ・ ロ ー ベ ル /作  三 木 卓 /訳  

文化出版局  1976 年 11 月  p.9）  

 

10 月 21 日（金）に当 財団の前理事 長で、特 別顧問の三宅 興子先 生が旅立たれ

ま し た 。 先 生 は 、 英 語 圏 を 中 心 に し な が ら も 世 界 的 な 視 野 で 児 童 文 学 研 究 や

絵本を広く、深く研究 し、私たちを 指導して くださってい ました。先生ならど

ん な ふ う に 考 え ら れ る か な 、 ど う お っ し ゃ る か な と 考 え な が ら こ れ か ら の 仕

事をしていき たいと 思います。  

 

私 が 先 生 に 最 後 に お 目 に か か っ た と き 、 病 床 の 先 生 に 本 を 「 お 読 み し ま し ょ

う か 」 と う か が う と 、『 ふ く ろ う く ん 』 を 読 ん で ほ し い と お っ し ゃ い ま し た 。

そして、「ふくろ うく んのように 、ソファに 座って静かに 本を読 みたいと思っ

ていたけど、 結局で きなかった」 と笑っ ておっしゃい ました 。  

 

確 か に ロ ー ベ ル の 絵 に は 、 ふ く ろ う く ん が ソ フ ァ に 深 く 座 っ て 本 を 読 ん で い

る絵がありま す。しか しながら、作 品を読ん でみると、ふ くろうく んはいつも

静かに本を読 んでい たとは言えま せん。引 用した「おき ゃくさま 」では冬を招

き入れますし 、「なみ だのおちゃ」では 、「 かなしかった こと」を 思い出して盛

大に泣き、「うえ とし た」では 、自分が１ 階 と２階に同時 にいた いと思って階



段を上ったり 下りた りを繰り返し ます。  

 

つまり、好奇 心が強く て、行動的で 、誰をも 受け入れる度 量の深 さがあって、

失敗してもた くまし く生きる術を 持って いるのです。そして、本好き。そう い

う 意 味 で 、 ふ く ろ う く ん は ま さ に 三 宅 先 生 だ っ た な あ と 思 い な が ら こ の 本 を

読み返しまし た。（ Ｙ ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

美術館「えき 」ＫＹ ＯＴＯで 12 月 25 日まで開催され ている 「柚木沙弥郎  

ｌ ｉ ｆ ｅ ・ Ｌ Ｉ Ｆ Ｅ 展 Ｋ Ｙ Ｏ Ｔ Ｏ 」 に 行 っ て き ま し た 。 柚 木 沙 弥 郎 さ ん は 、

1922 年生まれで 100 歳の染色家で アーテ ィストです。 今回は 、絵本の原画 、

ポスター、紙粘土 と布 で作った人形、メ キシ コの玩具、染色さ れた 布、型染の

型紙、図案の スケッ チブックなど 100 点以上が展示さ れてい ました。  

 

展 示 の 前 半 は 絵 本 の 原 画 が ず ら り と 並 ん で お り 、 お 話 を 読 み な が ら 見 る こ と

ができます。柚 木さん は倉敷の大原 美術館 に就職した 24 歳の時 、柳宗悦の「民

藝」に出会い、芹沢 銈 介に師事し染 色家と なりました。そし て、初めての絵本

が 70 歳 を 過 ぎ て か ら 出 版 さ れ ま し た 。『 そ し た ら そ し た ら 』（ 谷 川 俊 太 郎 文  

福音館書店  2000 年）『おふねがぎ っちらこ 』（「 こどもの とも  0.1.2」2009 年

5 月号）などの絵本は 型染の手法で 描かれ ています。『 せんねん まんねん』（ ま

どみちお詩  理論社  2008 年）は水彩の 色鮮やかな絵 で、ま どみちおの詩 と

調和して、い のちが 宇宙まで広が る大き さを感じるこ とがで きます。  

 

宮沢賢治の『雨ニモマ ケズ』（ ミキハウ ス  2016 年）の原画もあ り ました。賢

治に関しては 、絵本の ほかにも、宮 沢賢治作 品のドローイ ングや、光原社の絵

葉 書 、 光 原 社 主 催 イ ベ ン ト の ポ ス タ ー な ど も あ り 、 民 藝 と 賢 治 の 思 想 の 共 通

性を見ること ができ ました。  

 

後 半 は 、 い ろ い ろ な 模 様 の 型 染 や 注 染 の 大 き な 布 が 吊 る さ れ て い ま す 。 照 明

とあいまって 、布に染 まった赤や緑 、黄色、青色などの色 の美し さに見とれま

した。  

 

柚 木 さ ん の 作 品 か ら は 伝 統 的 な 染 の 技 術 の 魅 力 と 、 幾 何 学 的 な 模 様 や 色 使 い

か ら 新 し さ と ユ ー モ ア の セ ン ス が 伝 わ っ て き て 、 落 ち 着 き と 元 気 を も ら っ た

ような気がし ました 。（Ｋ）  

 

美術館「えき 」ＫＹ ＯＴＯ  https://kyoto.wjr-isetan.co.jp/museum/ 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  資 料 展 示 「 国 際 児 童 文 学 館 所 蔵 資 料 に み る  絵 本 史 に か が や く 名 著 た ち 」 

明 治 以 降 、 印 刷 技 術 と と も に 発 展 し て き た 日 本 の 絵 本 の 歴 史 を 国 際 児 童 文 学

館の所蔵資料 でたど ります。  

https://kyoto.wjr-isetan.co.jp/museum/


会  期：開催中～ 12 月 28 日 (水 )  休館 日あり  

会  場：大阪府立中央 図書館  展示 コーナ ー、国際児童文 学館（ 東大阪市荒本 ）  

主  催：大阪府立中 央 図書館  国際児童文 学 館  

協  力：大阪国際児 童 文学振興財団 （ IICLO）  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「こ の本読んだ？」で 紹介 しました『ひこぼ しを みあげて』

をプレゼント します 。ご希望の方は 、メー ル で件名「 メルマガ  NO.147 プレゼ

ント希望」と し、 (1)お名前  (2)郵便番号・住所  (3)電話番号  (4)メールアド

レス、よろし ければ  (5)このメルマガの ご 感想をお書き のうえ   

office@iiclo.or.jp にお送りくだ さい。  

締切は 12 月 10 日（土）、当選発表は 発送 をもって代え させて いただきます ／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

今日は「小雪 （しょ うせつ）」。立 冬から 数えて 15日目ごろで 、「大雪（たい

せつ・ 12月 7日）」ま での期間を言 うよう です。次第に 冷え込 みが厳しくな っ

てくる時期で 、冬の 備えをする目 安にも なるとのこと です。 暦を身近に感 じ

ながら生活し ていた 昔のひとたち の知恵 を感じます 。（ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html

